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目 的 と 手 段 の 連 鎖
人間の行為は必ず「何かのために，何かをする」という構造をもっている

「....のために」という目的の連鎖は，「なぜなら幸福になりたいから」

という目的に全て帰結する 〈哲学者：アリストテレス〉

テスト勉強

(11/27～期末考

欠点を取らないように勉強する（４０％の努力）

少しでも順位が上に上がるように勉強する（８０％の努力）

知識を深めて，自分で満足できる充実した人生にするために

上記３種類の勉強の仕方でも，将来出てくる結果は全く異なったものになる

勉強だけでなく，何事を行うにも意味を十分理解していないまま実行していないか ？

目的（何のため）をしっかり理解して方法・手段を考えて全力で実行しないと結果に大きな差が出る。

最近読んだ本の中に「大きな岩と小さな岩」という話がありました。

その内容は，大きな岩 砂利 砂 水の４つのもので壺を満杯にするという話です。

壺を満杯にするために君たちはどのような順番で壺の中に入れますか？

大きな岩と岩のすき間に砂利，そのすき間に砂，そして最後に全てのすき間を埋める

ように水を入れることによって，壺の中は満杯になります。

ここで言いたいことは，大きな岩を先に入れない限り，それが入る余地は，その後

二度とないということでした。君たちにとって「大きな岩」とは何ですか？

ここで言う「大きな岩」をたとえると，「一番優先すべき大切なものです」。

壺の容積を自分の一生の持ち時間だと考えると，今君たちはまさに大きな岩を

入れる大事な時です。自分にとって大事ではないもので時間を埋めていくと，

自分にとって本当に大事なものに割くべき時間を失ってしまいます。

以前，木でたとえましたが，木の大きさや丈夫さは根で決まります。 そし

て根は地中に伸びているため見ることができません。大事なものほど見えない

ことが多く，大事な事はたいてい面倒くさいことが多いものです。

自分にとって大事なものが何なのか，今一度じっくり考えて下さい。

来週火曜日（11/27）から，２学期期末考査です。頑張る意味をしっかり理解し，気持ちと

意識をきちんと持って臨んで下さい。壺の中に「大きな岩」を入れる大事な作業です。

今，やるべき大事なことを面倒がらずに，しっかり取り組むこと。 頑張れ 鹿工生！


